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端 サ ン 。ルイ断章

サ ン ・ル イ 断 章

在外研究活動の記録

端 信 行*

は じめ に

 わたしは,1976年2月24日 から3月25

日まで,わ ずかな期間ではあったが,文

部省派遣の短期在外研究員として,西 ア

フリカのセネガル国に出張する機会を与

え られた。その研究課題は 「アフリカ農

民の社会変化について」というものであ

った。かねてから,熱 帯アフリカにおけ

る農業の諸形態や農民社会の編成原理に

関心を抱いてきたわたしとしては,熱 帯

アフリカ諸地域の中でも,最 も早くから

商業的農業の普及やそれにともなう経済

・社会的変化を経験 してきたと考えられ

るセネガルにおける農業形態や村落社会

は,ア フリカ農民の社会変化を考えるう

えで興味深い対象であった。今回の出張

において,そ うしたセネガル農民社会の

一面を観察 しえたことは,望 外の幸せで

あった。

 上記の出張期間中に,わ たしはセネガ

ル国の主要な研究機関を訪問し,文 献の

渉猟,一 部の現地研究者 との意見交換を

行ない,不 十分ながらいくらかの成果を
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うる ことがで きた。 この研究成果 につ い

ては,い ずれ何 らかの形で報告す るつ も

りであるが,こ こで はセネガル国滞在 の

中で もとりわけ印象の深か った,旧 都 サ

ン ・ルイの訪問を中心に,セ ネガ ル国で

の在外 研究活動 の一端を記録に とどめて

お くことに したい。

サ ン ・ルイへ向 う

 その朝,首 都 ダカールの波止場 にほ ど

近い中央駅にや って きた時は,ま だ夜明

けに少 し間がある時刻 だった。午 前6時

30分 を 少 し回 った ころだ った ろうか。中

央駅の高い円天井か ら,裸 電球の光がに

ぶ く駅構 内を照 らして いた。わた しと同

じ朝汽車に乗るのだろ うか,老 婆 がひ と

り手 さげや布製 の大 きな袋 を積 み上げて,

固 い木のベ ンチに うず くまっていた。

 セ ネガルの標準時 は,グ リニ ッチ標準

時 よ り1時 間おそいので,ダ カールの夜

明けはか な り遅 くな っている。 こち らも

ベ ンチに腰をお ろして,駅 全体が動 きだ

す のを待つ ことにする。 とにか くアフ リ

カでは,待 つ ことにケチケチ して はな ら

ない。

 午 前7時,よ うや く空の一角が 白みは

じめ,朝 汽車を めざす人び とが,三 々五

々集 ま りは じめ,切 符売 り場 にも係 の も

のがや って きた。ダカールか らの鉄道 は,

植 民地 時代 にある程度発 達 してお り,西

アフ リカの旅行者 によ く知 られて いる隣

国マ リの首都バ マコへ は週1便,国 内各

地 へはほぼ毎 日1便 がでている。北部 の

中心サ ン ・ルイへ は,直 行便が1日1往

復 してお り,ほ か に他の支線 と連 絡 しな ー

が ら1便 がサ ン ・ル イへ向 ってい る。他

の支線 と連絡 する便 は,オ ムニバ ス と呼
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ばれてお り,こ れだ と何時 にサ ン ・ルイ

に着 くかわか らない とい うことだ ったの

で,わ た しは早朝 の直行便(デ ィレク ト)

を めざ したので あった。

 わた しの乗 ったサ ン ・ル イ行の直行便

は,定 刻 の7時25分,ダ カール 中央駅を

あ とに した。 この時,よ うや く夜が明 け

たよ うだ った。白 っぽい明るさが増 し,

街 をおお って いた闇 は,き れいに洗 い流

されて しま った。 日の出は,そ の直後だ

った。それは,ア フ リカの見知 らぬ土地

への旅 立ちの時 にいつ も感 じる,軽 い興

奮を誘 う一瞬 であ った。

 わ た しは,今 回のセネガルでの在外研

究が決ま った時か ら,サ ン ・ルイの町 を

訪れ ることを計画 して いた。サ ン ・ルイ

は,今 日で こそ,人 口約5万 の地 方都市

にな って しま っているが,長 く西 アフ リ

カにお けるフランスの植民地経営の拠点

で あった。また この町 は,フ ランスがア

フ リカで築いた最 も古 い町で あ り,そ の

起源は古 く1659年 に さか のぼる。

 そ の年,フ ランスの貿易会社で あるベ

ルデ岬 ・セ ネガル会社 が,セ ネガル河 口

の左岸寄 りの ソル(Sor)島 に,砦 を築 い

たので あ った。 この会社 は,セ ネガル川

上流地方か らの奴隷を取 り引き して お り,

の ちにゴムや金 も扱 っていたよ うである。

1789年 に は,サ ン ・ルイは人 口7,000の

町 にな って いたという。その同 じ年,セ

ネガル河 口よ り南方に位置する もうひ と

つの拠点,ベ ルデ岬沖のゴ レー(Gor馥)

島 の人 口は2,500で あ った。 このゴ レー

島 も奴隷貿易 の中継地 として有 名で,往

時の奴隷 を収容 した家屋がそのまま今 日

まで保存 されてお り,一 般に も公 開 して

い るのであ った。
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 このふたつの拠 点は,1830年 代 までは,

貿 易基地 と して徐 々に人口 も増加 し,街

も拡大 したようであ る。サ ン ・ル イの教

会 が1827年 に建て られたのをは じめ,大

きな建築物 のい くつかは この頃に建て ら

れてお り,ま た1832年 におけるゴ レー島

の人 口は5,000を 数 え るにいた ってい る。

 1830年 代 をす ぎるころか ら,西 アフ リ

カのギニア海岸 に沿 った上ギニア地方 は,

大 きな変化を経験す ることになる。 それ

は,ラ ッカセイの商業的栽培によって ひ

きおこされて くるので あ る。 そ れ は,

1830年 代 の はじめにガ ンビア川沿いの地

方では じま り,1830年 代 の後半にはギニ

ア南部 と北部 シエ ラレオネに拡大 し,そ

して1840年 代 の前半にはセネガル とその

南 の地方に広ま った。その広 まり方 は急

速で,そ れは多 くの社会 で大 きな影響 を

もつ社会的 ・経 済的変化 を招 くことにな

ったので あった。

 この上ギニア海岸地方 におけるラッカ

セイの商業的栽培は,フ ランスやセネガ

ルの貿易商 とイギ リスや シエ ラレオネの

商人た ちとの間の競争をひ きお こす こと

にな ったが,当 時の フランスが ラッカセ

イを大 量に求 め,そ の価格 安定に努 めた

結果,フ ランスは,1860年 代 までに上ギ

ニ ア海岸地方 における商業上の優 位を獲

得 し,ひ いては19世 紀末の植民地分割 に

おいてその政治的支配権の確立に有利な

立場を築 くことにな ったので ある。

 この時期において,フ ランスは ゴレー

島をはなれ,本 土側 のベルデ岬にダカー

ル(港)を 築 いたので ある。それ は1857

年 の ことであ った。 これ以後,セ ネガル

における経済活動の中心 は,ダ カールに

集 中 しはじめたのである。それは とりも

なおさず ラッカセイ生産地域 との結びつ
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きを背景 とした もので あった。

 しか しなが ら長年 にわたるサ ン ・ル イ

の政治的機能 は,20世 紀 にはいるまでは

維持 され,1885年 にはダカール とサ ン・

ルイのあいだ,約270kmに わ た って鉄

道が敷かれた。 また植民地 体制が確立 さ

れ,フ ランス領 西アフ リカが成立 したあ

と,1895年 か ら1902年 ま では,そ の首府

がサ ン ・ルイにおかれていた。 しか しこ

のフ ランス領西 アフ リカの首府 も,1902

年 に はダカールへ移 されたのである。 も

っとも,今 日のモー リタニアを含む旧セ

ガネル領の首府 は,独 立直前の1958年 ま

でサ ン ・ルイに置かれていた。

 この長い歴史を もつサ ン ・ルイを訪れ

る ことは,日 本では とて も望めない資料

の渉猟 もさることなが ら,ア フ リカの歩

んできたひ とつの道をふ りかえることに

もなると思 われ るのであ る。

IFANの こと

 ダ カールを夜明 けとともに出発 した列

車 は,ダ カール郊外の2,3の 駅 に停車

したのち,ベ ルデ岬のつけ根 に向 って走

る。窓外 には,早 やバオバブ樹 が点在 し

は じめる。海岸に近いためか巨木 は少 な

い。 ぼんや り単調な風景をながめて いる

うちに,列 車 はティエスの町 にはいった。

この町 は,セ ネガルで は3番 目に大 きな

都市 で,ラ ッカセ イの集散地 で知 られて

いる。 セネガルにお けるラッカセィの0

大生 産地 は,こ の ティエスか ら内陸 には

い ったセ レール(S駻鑽e)地 方 で,そ の中

心地 がセネガル第2の 都市 カオ ラックで

ある。 したが って,テ ィエスはカオラ ッ

クへ向 う鉄道の分岐点に もあた って いる。

 列 車 が止 まると,ワ ッと物売 りが寄 っ

て くる。手 に してい るのは,ほ とんどラ

ッカセイを使 ったビスケ ットともパ ンと

もつかない もので あった。朝食がわ りに,

ひ と包を求 める。駅弁 とまでいかな くて

も,名 産にはまちがいない。アフ リカと

いえ ども,町 によってそれぞれの名産が

あ り,よ く知 られた ものは,こ うして鉄

道駅の物売 りや街道で売 っている ものだ。

テ ィエスで は,オ レンヂのよ うな果物の

物売 りには出会わなか った。

 街 の通 りをみ ると,馬 車 がず い分走 っ

ているのが 目についた。小 さな荷台 には,

ラ ッカセ イの もの らしい南京袋 が積み上

げ られていた。また人を乗せる馬車 も走

っている。馬 はかな り小型で,大 きさだ

けか らは,ロ バ ぐらいに しか見 えなか っ

た。 この馬車 の利用 は,内 陸各地 ではか

な り一般的 なようで,そ の後 も大 きな町

では必ず見た し,サ ン ・ルイの街 中で も

かな りみ られた。 もっともサ ン ・ル イで

は,ほ とんどが人を乗せ る馬車で,タ ク

シー との競合 は愉快な コン トラス トをな

していた。

 サ ン ・ル イ行直行便は,バ オバ ブの点

在 する荒涼 と したサバ ンナを進んで いた

が,サ ン ・ル イの手前の大きな町ルーバ

をすぎた直後 に急停車 した。周囲 はバオ

バブ とわずか な灌木 とが生 えた丘陵で,

m体 何事か と思えば
,ど こかで人が落 ち

た との こと。列車はかな りバ ック した。

中年の男が落 ちて,頭 にケガを している

らしい。 ケガ人は,次 の小さな町で おろ

して,医 者 の手 当を受 けさせていた。列

車がサ ン ・ル イの町へ はい ったのは,2

時 少 し前で あ った。

 サ ン ・ル イの駅は,ソ ル島のセネガル

河岸 にあり,目 の前にサ ン ・ル イ(Saint

Louis)島 へ 渡 る大橋がかか って い た。

この橋 を渡 ると,サ ン ・ルイの中央郵便
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局が あ り,そ の向いに小 さなホテルがあ

った。そ こがサ ン ・ルイでのわた しの寝

ぐらとな った。

 わ た しは,セ ネガルでの在外研究にあ

た って,現 在はダカール大学 の付属 とな

ってい るIFAN(Institllt Fondamental

d'Afrique Noire黒 ア フ リカ基礎研究所)

を主な研究機関 として申請 して いた。セ

ネガルに入国 した直後,こ のIFANの 所

環A・ サ ンブ(Amar Samb)博 士 を 訪問

し,あ らか じめサ ン ・ル イで の研究者 も

紹介 して もらっていた。 そこで,サ ン ・

ル イでの行動はまずその人 を訪ね ること

か らは じめたのだが,残 念 なが ら当人は

隣…国マ リへ出張 しているとかで会 えなか

った。

 そ こで次席の人か ら少 しばか り話を聞

いたのだが,1947年 か らは じめ られてい

るセ ネガル川河 口のデ ルタ開発事業 は,

なか なか興味深 い ものであ った。

 この開発計画 では,セ ネガル南部の カ

ザ マ ンス(Casamancc)地 方 で 行 なわれ

て いる湿地 を利用 した水稲栽培 を,こ の

セ ネガル河 ロデルタで行なお うとす るも

ので,栽 培技術はカザ マ ンス地方で行 な

われてい る伝統 的な方法 をそのまま利用

す る計画 との ことであ った。現場を見た

いと思 ったが,こ こサ ン ・ル イか ら車で

1日 かか るとの ことで,そ れ は断念せ ざ

るを得なか った。

 しか しこのセネガル河 ロデル タは,カ

ザ マ ンス とちが って,き わめて乾燥がは

げ しく,植 生 もな く,ま た土壌 も粘土性

で あるなど困0な 条件 もあ り,ま たこの

地方 の伝統的住民が遊牧民であるため,

この開発事業 の成功 にはまだまだ難 問が

あるよ うに思わ れた。

 目的の人 に会 えず,何 か良い方法 はな
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い ものか とその次席にわた しの研究 目的

を話す と,そ れな らIFANに 行 った らよ

い という。わた しはサ ン ・ルイにIFAN

が あ る とは知 らなか ったが,ど こか と聞

くと,サ ン ・ル イ島の南 端にあるという。

早速 たずねてみた。

 そ れは,正 式 にはIFANで は なか った。

それはCRDS(Centre de Recherchcs

et de Documentation du S駭馮alセ ネ

ガル研究 ・文献セ ンター)と い う,ひ と

つの国立 の研究機関であ った。ただ し,

そ の建物 を正面か らみ ると,そ こには薄

くIFANの 文 字が浮んでみえるのであ っ

た。それ を見て は じめて気 がついた。 こ

の建物が,前 のIFANの 建 物なのだと。

 前 のIFANと い うと変だ けれど も,現

在のダカール大学の付属 研 究 所 で あ る

IFANは,創 設が1938年 と言われている。

そ して その名称 も,FはFran軋isの 頭

文字 であ った。 それが 数年前に,Fon-

damentalに 変 更 されたのである。 ここ

で前 のIFANと 言 って いるの は,黒 アフ

リカ ・フ ランス研究所の ことである。 わ

た しは不覚 に も,IFANが サ ン ・ルイで

創設 された とは知 らなか った。あ とで友

人に な った このCRDSの 司書A.デ ィ

ォ ップ(Alioune Diop)君 の話 では,こ

のサ ン ・ル イIFANが 改 称 されたのは,

1954年 の ことだ とい う。 したが ってその

時に,IFANは ま だFran軋﨎の ままで

ダカール に移 され,そ れがのちにFon-

damentalに 変 え られたわ けであ る。

 しか しなが ら;一す でに20年 も前に改称

されてい るに もかか わ らず,サ ン ・ルイ

の人が このCRDSをIFANと 呼 んでい

るの は,一 体 ど うい うことにな るのだ ろ

うか。おそ らく通称 と してのIFANは,

町 の人には今で も十分 に認 め られてい る
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のだろ う。 タク シーさえ も,IFANで ち

ゃん と目的地へ行 ったのだか ら。 この こ

とは,と うとう数 日の滞在で は分か らず

じまいであ った。

 このCRDSで は,所 長のM.デ ィ ア

(Mouhamad Dia)博 士 に面会 し,研 究

員や司書の人 に紹介 さ れ,以 後,

・ルイ滞在 中のか な りの 時 間 を,

CRDSで す ごしたのであった。

サ ン ・ルイの漁民

サ ン

こ の

 サ ン ・ルイの町の中心 は,や は りサ ン

・ル イ島である。 ソル島を含めた大陸側

の方 には,住 宅地 がのびて,居 住人口は

増 えて いるが,行 政官庁,議 会,学 校,

研 究機関,商 店 などが集 中 してい るのは,

サ ン ・ル イ島である。今 日は,行 政官庁

とな ってい る建物 は,か つての総督府 で,

正 面 か らみ ると,テ ラスと両翼に特色づ

け られた建物は,い か に も植民地 風であ

る。 この総 督府 の建物 が,大 西洋 に向 っ

て,西 を正面に してい るのは,一 体 どん

な意味を もつのだ ろうか。 こうい う建物

をながめて いると,ふ とそんな想いに と

らわれた りす る。

 この総督府の建物のあ るサ ン ・ル イ島

は,セ ネガル川 の河 口に形成された,細

長い砂州のひ とつで,サ ン ・ルイ島その

ものは,南 北2.2km,東 西0.3 kmの 小

さな中之島である。 ち ょうどパ リのサ ン

・ル イ島のよ うに。 このサ ン ・ルイ島 の

外側に,も う一条 の砂州が形成 されて お

り,そ の砂 浜は直接大西洋の波 を受 け と

めて いる。波 はかな り高 い。

 この沖合で,西 アフ リカ最大の沖合漁

業 が行なわれていた。元来 アフ リカで は,

海 で の漁業はきわめて例外的であ る。 し

か し,こ こセネガルでは,二 つの地 方で,

か な り大規模な沖合漁業が行 なわれて い

る。 ひ とつは首都ダ カールにほぼ近 いベ

ルデ岬 のつ け根の地 方で,レ ブ(Lebou)

族 が 海浜 に居住 し,独 特の沖合漁業 を行

なってい る。 いまひ とつの中心がサ ン ・

ル イで,と くにサ ン ・ル イ島南半地 区を

ゲ ッ ト・ンダール(Guet N'Dar)と 呼 ぶ

が,こ の地 区は レブ族な らびに ウォロフ

(Wolof)族 が,前 者 と同様の様式を もっ

た沖合漁業を行な っている。ゲ ッ ト・ン

ダールで は,毎 年2,000ト ンの水揚げが

あ り,ア フ リカ人 の手 による伝統的な沖

合漁業 と しては,西 アフ リカ最大であ る。

夕方 には,浜 に魚が揚 げ られ,そ の場で

買われ る。 その量をみていると,サ ン ・

ルイの住民 は,毎 日,魚 を食べて いるの

ではないか と思われ るくらいだ。 しか し

これ も事実の よ うで,CRDSの 司書デ

ィオ ップ君 は,サ ン ・ルイで ウマイ もの

は魚 だ,ニ ワ トリな どは食 べる気 に もな

らん とい うような事を話 して くれた。 ア

フ リカ人 の食事 は,一 般に単調なので,

ど うして も嗜好 が片寄 る傾向があ る。わ

た しがいままでにアフ リカ各地 で経験 し

て きた例か らみて も,そ の地 方地 方で,

その食べ るものはきわめて固定的であ っ

た。サ ン ・ルイ もその例 に もれ ないよう

で ある。

 わ た しは,サ ン ・ルイには数 日 しか滞

在 しなか ったが,夕 方には必ず浜へ 出て

いた。網を引 きあげなが ら海浜 に舟を寄

せ る男た ち,そ の獲 物を待 ち,良 い もの

を求 めようとする女 たち,大 西洋 に沈み

ゆ く大 きな赤い太陽,そ して海か ら吹 き

よせ る強い風 それ らが織 りなす光景は,

予想だに しなか ったサ ン ・ル イの一面で

あ った。

 サ ン ・ル イのかつての波止場 に面 した
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倉庫は,全 くの廃屋 とな っていた。ル ノ

ーや ミシェ ランの看板 も崩 れ落 ちたまま

に放置 されていた。 それ は,ま さしくッ

ワモ ノどもの夢 のあとで あった。 フラン

スの去 ったあ とは,巨 大な廃嘘 に も等 し
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い人工物が散在 していた。

 わ た しのサ ン ・ル イは,う つろいやす

い人間の営み と,そ して変わ らぬ人間の

営みの,ふ たつの姿 をまざまざ と写 し出

して いた。

892


